
JP 4995844 B2 2012.8.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）用の集積回路（ＩＣ）であって、
　前記ＩＣに組み込まれ、バッファに記憶された前記ＨＤＤの制御に関連付けられるデー
タに基づいて前記ＨＤＤに関する処理を行う第一のプロセッサと、
　前記ＩＣに組み込まれ、前記第一のプロセッサと接続されるハードディスクコントロー
ルモジュール（ＨＤＣモジュール）と、
　前記ＩＣに組み込まれ、前記バッファおよび前記ＨＤＣモジュールと接続される第二の
プロセッサと、
　前記ＩＣに組み込まれた有線ネットワークインタフェースモジュールと、を含み、
　前記有線ネットワークインタフェースモジュールは、
　　前記第二のプロセッサと接続されるメディアアクセスコントロールモジュール（ＭＡ
Ｃモジュール）と、
　　前記ＭＡＣモジュールの出力と接続され、前記出力と接続される第一、第二、第三、
および第四の送受信機を含む物理層モジュール（ＰＨＹ）と、を含み、
　前記第二のプロセッサは、前記有線ネットワークインタフェースモジュールと通信し、
ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびイ
ンターネットプロトコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔ
ｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）を利用して、前記有線ネ
ットワークインタフェースモジュールが受信したパケットを処理する、
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ＩＣ。
【請求項２】
　前記第一、第二、第三、および第四の送受信機それぞれと前記出力と接続される第一、
第二、第三、および第四のハイブリッドをさらに含む、請求項１に記載のＩＣ。
【請求項３】
　前記有線ネットワークインタフェースモジュールは、１秒につき少なくとも１ギガビッ
トの速度でデータを送受信する、請求項１または２に記載のＩＣ。
【請求項４】
　前記有線ネットワークインタフェースモジュールは、１秒につき少なくとも１０ギガビ
ットの速度でデータを送受信する、請求項１から３のいずれか１項に記載のＩＣ。
【請求項５】
　前記有線ネットワークインタフェースモジュールは、Ｉ．Ｅ．Ｅ．Ｅ．セクション８０
２．３ａｂに準拠する、請求項１から４のいずれか１項に記載のＩＣ。
【請求項６】
　前記第一のプロセッサおよび前記ＨＤＣモジュールは、前記有線ネットワークインタフ
ェースモジュールと通信し、前記ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、前記ピ
アツーピア共有プロトコル、および前記インターネットプロトコルに基づくＳｍａｌｌ　
Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒ
ｄ（ｉＳＣＳＩ）を利用して前記有線ネットワークインタフェースモジュールが受信した
前記パケットを処理する、請求項１から５のいずれか１項に記載のＩＣ。
【請求項７】
　前記ＩＣに組み込まれ、前記ＨＤＣモジュールと接続されるスピンドル／ボイスコイル
モータモジュールをさらに含む、請求項１から６のいずれか１項に記載のＩＣ。
【請求項８】
　前記ＩＣに組み込まれ、前記ＨＤＣモジュールと接続される読み書きチャネルモジュー
ルをさらに含む、請求項１から７のいずれか１項に記載のＩＣ。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載のＩＣをプリント回路基板（ＰＣＢ）上に含むＰ
ＣＢ。
【請求項１０】
　前記ＩＣと接続されるＲＪ‐４５コネクタを前記ＰＣＢ上にさらに含む、請求項９に記
載のＰＣＢ。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載のＰＣＢを含むシステムであって、ハードディスクドライブ
アセンブリ（ＨＤＡ）をさらに含み、
　前記ＨＤＡは、
　　前記ＩＣの読み書きチャネルモジュールと接続されるプリアンプモジュールと、
　　前記ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続されるスピンドルモー
タと、
　　前記ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続される読み書きアーム
と、
　前記読み書きアーム上に配置され、前記プリアンプモジュールと接続される読み書き部
材と、を含むシステム。
【請求項１２】
　ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）用の集積回路（ＩＣ）であって、
　前記ＩＣに組み込まれ、バッファに記憶された前記ＨＤＤの制御に関連付けられるデー
タに基づいて前記ＨＤＤに関する処理を行う第一のプロセッサと、
　前記ＩＣに組み込まれ、前記第一のプロセッサと接続されるハードディスクコントロー
ルモジュール（ＨＤＣモジュール）と、
　前記ＩＣに組み込まれ、前記バッファおよび前記ＨＤＣモジュールと接続される第二の
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プロセッサと、
　前記ＩＣに組み込まれた無線ネットワークインタフェースモジュールと、を含み、
　前記無線ネットワークインタフェースモジュールは、
　　前記第二のプロセッサと接続されるメディアアクセスコントロールモジュール（ＭＡ
Ｃモジュール）と、
　　前記ＭＡＣモジュールと接続され、１秒につき少なくとも１ギガビットの速度で動作
できる無線周波数（ＲＦ）送受信機を含む物理層モジュール（ＰＨＹ）と、を含み、
　前記第二のプロセッサは、前記無線ネットワークインタフェースモジュールと通信し、
ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびイ
ンターネットプロトコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔ
ｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）を利用して、前記無線ネ
ットワークインタフェースモジュールが受信したパケットを処理する、
ＩＣ。
【請求項１３】
　前記第一のプロセッサおよび前記ＨＤＣモジュールは、前記ハイパーテキスト転送プロ
トコル（ＨＴＴＰ）、前記ピアツーピア共有プロトコル、および前記インターネットプロ
トコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｍ
ｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）を利用して前記無線ネットワークインタフ
ェースモジュールが受信した前記パケットを処理する、請求項１２に記載のＩＣ。
【請求項１４】
　前記ＩＣに組み込まれ、前記ＨＤＣモジュールと接続されるスピンドル／ボイスコイル
モータモジュールをさらに含む、請求項１２または１３に記載のＩＣ。
【請求項１５】
　前記ＩＣに組み込まれ、前記ＨＤＣモジュールと接続される読み書きチャネルモジュー
ルをさらに含む、請求項１２から１４のいずれか１項に記載のＩＣ。
【請求項１６】
　請求項１２から１５のいずれか１項に記載のＩＣをプリント回路基板（ＰＣＢ）上に含
むＰＣＢ。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のＰＣＢを含むシステムであって、ハードディスクドライブアセンブ
リ（ＨＤＡ）をさらに含み、
　前記ＨＤＡは、
　　前記ＩＣの読み書きチャネルモジュールと接続されるプリアンプモジュールと、
　　前記ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続されるスピンドルモー
タと、
　　前記ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続される読み書きアーム
と、
　前記読み書きアーム上に配置され、前記プリアンプモジュールと接続される読み書き部
材と、を含むシステム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本願は、２００６年３月９日に出願した米国仮特許出願番号第６０／７８０，５５０号
の利益を享受する２００６年６月１６日に出願した米国特許出願番号第１１／４５５，１
６８の利益を享受する。上述の出願の開示全体を本願に参照として組み込む。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、より詳しくはＨＤＤ集積回路（ＩＣ）
に関する。
【背景技術】
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【０００３】
　背景技術の記載は、本開示の文脈の概略を提示することを目的としている。背景技術に
記載する現在の発明者の業績、および記載されていなければ出願時に先行技術としての資
格を持たない局面は、記載されているからといって本開示に対する先行技術である旨を自
認したことを明示あるいは示唆しているわけではない。
【０００４】
　コンピュータ、ラップトップ型コンピュータ、パーソナルビデオレコーダ（ＰＶＲ）、
ＭＰ３プレーヤ、ゲーム機、セットトップボックス、デジタルカメラ、その他の電子デバ
イス等の電子デバイスは、しばしば大量のデータを記憶する必要がある。これら記憶要件
を満たすべくＨＤＤなどの記憶デバイスが利用されうる。
【０００５】
　図１を参照すると、ＨＤＤ１０は、ハードディスクドライブアセンブリ（ＨＤＡ）プリ
ント回路基板（ＰＣＢ）１４を含む。バッファモジュール１８は、ＨＤＤ１０の制御に関
連付けられるデータを記憶する。バッファモジュール１８はＳＤＲＡＭあるいは他の種類
の低レイテンシーメモリを利用しうる。プロセッサ２２がＨＤＡ　ＰＣＢ１４上に配置さ
れ、ＨＤＤ１０の動作に関する処理を行う。ハードディスクドライブコントローラ（ＨＤ
Ｃ）モジュール２６は、入出力インタフェースモジュール２４と、およびスピンドル／ボ
イスコイルモータ（ＶＣＭ）ドライバモジュール３０と、および／または読み書きチャネ
ルモジュール３４と接続される。入出力インタフェースモジュールは直列インタフェース
モジュール、並列インタフェースモジュール、直列アドバンステクノロジーアタッチメン
ト（ＡＴＡ）インタフェースモジュール、並列ＡＴＡインタフェースモジュール、および
／または他の適切なインタフェースモジュールでありうる。
【０００６】
　書き込み動作中、読み書きチャネルモジュール３４は、以下に詳述するように、読み書
きデバイス５９が書き込むべきデータをエンコードする。読み書きチャネルモジュール３
４は信頼性確保のためにデータを処理し、例えば誤り訂正符号化（ＥＣＣ）、ランレング
ス符号化（ＲＬＬ）を含む。読み出し動作中、読み書きチャネルモジュール３４は、読み
書きデバイス５９のアナログ出力をデジタル信号に変換する。変換された信号はハードデ
ィスクドライブに書き込まれたデータを復元すべく公知の技術を利用して検知、デコード
される。
【０００７】
　ハードディスクアセンブリ（ＨＤＡ）５０は、磁界を記憶する磁気コーティングを含む
一以上のハードドライブプラッタ５２を含む。プラッタ５２はスピンドルモータ５４によ
り回転する。概して、スピンドルモータ５４は、読み書き動作中、固定スピードでハード
ドライブプラッタ５２を回転する。一以上の読み書きアーム５８がプラッタ５２に対して
動くことで、データをハードドライブプラッタ５２から読み出したり、ハードドライブプ
ラッタ５２へ書き込んだりする。スピンドル／ＶＣＭドライバ３０は、プラッタ５２を回
転するスピンドルモータ５４を制御する。スピンドル／ＶＣＭドライバ３０はまた、ボイ
スコイルアクチュエータ、ステッパモータ、あるいは任意の他の適切なアクチュエータと
いったメカニズムを利用して読み書きアーム５８を配置させる制御信号を生成する。
【０００８】
　読み書きデバイス５９は読み書きアーム５８の遠位端付近に配置される。読み書きデバ
イス５９は、磁界を発生するインダクタなどの書き込み部材を含む。読み書きデバイス５
９は、プラッタ５２上の磁界を感知する読み出し部材（磁気抵抗（ＭＲ）部材等）も含む
。ＨＤＡ５０は、アナログ読み書き信号を増幅するプリアンプモジュール６０を含む。
【０００９】
　データを読み出す際、プリアンプモジュール６０は、読み出し部材からの低レベル信号
を増幅して、増幅された信号を読み書きチャネルモジュール３４に出力する。データを書
き込む際、読み書きデバイス５９の書き込み部材内を流れる書き込み電流が生成される。
書き込み電流は、正極あるいは負極の磁界を生成するよう切り替えられる。正極あるいは
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負極はハードドライブプラッタ５２に記憶されてデータ表示に利用される。
【発明の開示】
【００１０】
　ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）用の集積回路（ＩＣ）は、ＩＣに組み込まれ、ＨＤ
Ｄに関する処理を行う第一のプロセッサを含む。ハードディスクコントロール（ＨＤＣ）
モジュールは、ＩＣに組み込まれ、第一のプロセッサと接続される。有線ネットワークイ
ンタフェースモジュールは、ＩＣに組み込まれ、ミディアムアクセスコントロール（ＭＡ
Ｃ）モジュールと物理層モジュール（ＰＨＹ）とを含む。ＭＡＣモジュールは第一のプロ
セッサおよびＨＤＣモジュールの少なくともいずれかと接続される。ＰＨＹはＭＡＣモジ
ュールと出力と接続される。ＰＨＹは、出力と接続される第一、第二、第三、および第四
の送受信機を含む。
【００１１】
　他のフィーチャとして、ＩＣは第一、第二、第三、および第四の送受信機それぞれと出
力と接続される第一、第二、第三、および第四のハイブリッドをさらに含む。
【００１２】
　他のフィーチャとして、有線ネットワークインタフェースモジュールは、１秒につき少
なくとも１ギガビットの速度でデータを送受信することができる。
【００１３】
　他のフィーチャとして、有線ネットワークインタフェースモジュールは、１秒につき少
なくとも１０ギガビットの速度でデータを送受信することができる。
【００１４】
　他のフィーチャとして、有線ネットワークインタフェースモジュールは、Ｉ．Ｅ．Ｅ．
Ｅ．セクション８０２．３ａｂに準拠する。
【００１５】
　他のフィーチャとして、プロセッサおよびＨＤＣモジュールの少なくともいずれかは、
ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびイ
ンターネットプロトコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔ
ｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを
利用してパケットを処理する。
【００１６】
　他のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＣモジュールと接続されるス
ピンドル／ボイスコイルモータモジュールをさらに含む。
【００１７】
　他のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、有線ネットワークインタフェース
モジュールと接続され、有線ネットワークインタフェースモジュールが受信したパケット
を処理する第二のプロセッサをさらに含む。第二のプロセッサは、ハイパーテキスト転送
プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびインターネットプロトコ
ルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄ
ｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを利用してパケットを処
理する。
【００１８】
　他のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＣモジュールと接続される読
み書きチャネルモジュールをさらに含む。
【００１９】
　他のフィーチャとして、ＩＣがプリント回路基板（ＰＣＢ）上に含まれる。
【００２０】
　他のフィーチャとして、ＩＣと接続されるＲＪ‐４５コネクタがＰＣＢ上にさらに含ま
れる。
【００２１】
　他のフィーチャとして、ＰＣＢを含むシステムであって、ハードディスクドライブアセ
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ンブリ（ＨＤＡ）をさらに含み、ＨＤＡは、ＩＣの読み書きチャネルモジュールと接続さ
れるプリアンプモジュールと、ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続
されるスピンドルモータと、ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続さ
れる読み書きアームと、読み書きアーム上に配置され、プリアンプモジュールと接続され
る読み書き部材と、を含むシステムが提供される。
【００２２】
　さらに他のフィーチャとして、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）用の集積回路（ＩＣ
）は、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＤに関する処理を行う第一のプロセッサと、ＩＣに組み込
まれ、第一のプロセッサと接続されるハードディスクコントロール（ＨＤＣ）モジュール
と、ＩＣに組み込まれた無線ネットワークインタフェースモジュールと、を含む。無線ネ
ットワークインタフェースモジュールは、第一のプロセッサおよびＨＤＣモジュールの少
なくともいずれかと接続されるミディアムアクセスコントロール（ＭＡＣ）モジュールと
、ＭＡＣモジュールと接続され、１秒につき少なくとも１ギガビットの速度で動作できる
無線周波数（ＲＦ）送受信機を含む物理層モジュール（ＰＨＹ）と、を含む。
【００２３】
　別のフィーチャとして、プロセッサおよびＨＤＣモジュールの少なくともいずれかは、
ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびイ
ンターネットプロトコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔ
ｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを
利用してパケットを処理する。
【００２４】
　別のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＣモジュールと接続されるス
ピンドル／ボイスコイルモータモジュールをさらに含む。
【００２５】
　別のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、無線ネットワークインタフェース
モジュールと接続され、無線ネットワークインタフェースモジュールが受信したパケット
を処理する第二のプロセッサをさらに含む。第二のプロセッサは、ハイパーテキスト転送
プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびインターネットプロトコ
ルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄ
ｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを利用してパケットを処
理する。
【００２６】
　別のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＣモジュールと接続される読
み書きチャネルモジュールをさらに含む。
【００２７】
　別のフィーチャとして、ＩＣがプリント回路基板（ＰＣＢ）上に含まれる。
【００２８】
　別のフィーチャとして、ＰＣＢを含むシステムであって、ハードディスクドライブアセ
ンブリ（ＨＤＡ）をさらに含み、ＨＤＡは、ＩＣの読み書きチャネルモジュールと接続さ
れるプリアンプモジュールと、ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続
されるスピンドルモータと、ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続さ
れる読み書きアームと、読み書きアーム上に配置され、プリアンプモジュールと接続され
る読み書き部材と、を含むシステムが提供される。
【００２９】
　また他のフィーチャとして、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）に関する処理を行う第
一のプロセッサを集積回路（ＩＣ）に組み込むことと、第一のプロセッサと接続されるハ
ードディスクコントロール（ＨＤＣ）モジュールをＩＣに組み込むことと、ミディアムア
クセスコントロール（ＭＡＣ）モジュール、物理層モジュール（ＰＨＹ）、および第一、
第二、第三、および第四の送受信機を含む有線ネットワークインタフェースモジュールを
ＩＣに組み込むことと、有線ネットワークインタフェースモジュールを利用することで、
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出力と少なくとも第一のプロセッサおよびＨＤＣモジュールのいずれかと接続することと
、を含む方法が提供される。
【００３０】
　別のフィーチャとして、方法は、第一、第二、第三、および第四のハイブリッドを利用
することで、出力と第一、第二、第三、および第四の送受信機と接続することをさらに含
む。
【００３１】
　別のフィーチャとして、方法は、１秒につき少なくとも１ギガビットの速度でデータを
送受信することをさらに含む。
【００３２】
　別のフィーチャとして、方法は、１秒につき少なくとも１０ギガビットの速度でデータ
を送受信することをさらに含む。
【００３３】
　別のフィーチャとして、方法は、ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピア
ツーピア共有プロトコル、およびインターネットプロトコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍ
ｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉ
ＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを利用してパケットを処理することをさらに含む。
【００３４】
　別のフィーチャとして、方法は、スピンドル／ボイスコイルモータモジュールをＩＣに
組み込み、ＨＤＣモジュールと接続することをさらに含む。
【００３５】
　別のフィーチャとして、方法は、第二のプロセッサをＩＣに組み込み、有線ネットワー
クインタフェースモジュールと接続され、有線ネットワークインタフェースモジュールが
受信したパケットを処理することをさらに含む。方法はさらに、ハイパーテキスト転送プ
ロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびインターネットプロトコル
に基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕ
ｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを利用してパケットを処理
することをさらに含む。
【００３６】
　別のフィーチャとして、方法は、読み書きチャネルモジュールを組み込み、ＨＤＣモジ
ュールと接続することをさらに含む。
【００３７】
　別のフィーチャとして、方法は、ＩＣをプリント回路基板（ＰＣＢ）上に配置すること
をさらに含む。
【００３８】
　別のフィーチャとして、方法は、ＲＪ‐４５コネクタを配置し、ＩＣと接続することを
さらに含む。
【００３９】
　別のフィーチャとして、方法は、ハードディスクドライブアセンブリ（ＨＤＡ）と接続
することをさらに含む。
【００４０】
　また他のフィーチャとして、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）に関する処理を行う第
一のプロセッサを集積回路（ＩＣ）に組み込むことと、第一のプロセッサと接続されるハ
ードディスクコントロール（ＨＤＣ）モジュールをＩＣに組み込むことと、ミディアムア
クセスコントロール（ＭＡＣ）モジュールと、物理層モジュール（ＰＨＹ）と、無線周波
数（ＲＦ）送受信機とを含む無線ネットワークインタフェースモジュールを、ＩＣに組み
込むことと、出力と少なくとも第一のプロセッサおよびＨＤＣモジュールのいずれかと、
１秒につき少なくとも１ギガビットの速度で接続することと、を含む方法が提供される。
【００４１】
　他のフィーチャとして、方法は、ハイパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピア
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ツーピア共有プロトコル、およびインターネットプロトコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍ
ｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉ
ＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを利用してパケットを処理することをさらに含む。
【００４２】
　別のフィーチャとして、方法は、スピンドル／ボイスコイルモータモジュールをＩＣに
組み込み、ＨＤＣモジュールと接続することをさらに含む。
【００４３】
　別のフィーチャとして、方法は、第二のプロセッサをＩＣに組み込み、無線ネットワー
クインタフェースモジュールと接続され、無線ネットワークインタフェースモジュールが
受信したパケットを処理することをさらに含む。方法は、ハイパーテキスト転送プロトコ
ル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびインターネットプロトコルに基づ
くＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕｌｅ　
Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを利用してパケットを処理するこ
とをさらに含む。
【００４４】
　別のフィーチャとして、方法は、読み書きチャネルモジュールをＩＣに組み込み、ＨＤ
Ｃモジュールと接続することをさらに含む。
【００４５】
　別のフィーチャとして、方法は、ＩＣをプリント回路基板（ＰＣＢ）上に配置すること
をさらに含む。
【００４６】
　別のフィーチャとして、方法は、ハードディスクドライブアセンブリ（ＨＤＡ）と接続
することをさらに含む。
【００４７】
　またさらに他のフィーチャとして、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）用の集積回路（
ＩＣ）であって、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＤに関する処理を行う第一のプロセッサ手段と
、ＩＣに組み込まれ、第一のプロセッサ手段と接続されるハードディスクコントロール（
ＨＤＣ）手段と、ＩＣに組み込まれた有線ネットワークインタフェースモジュールと、を
含み、有線ネットワークインタフェースモジュールは、第一のプロセッサ手段およびＨＤ
Ｃ手段の少なくともいずれかと接続されるミディアムアクセスコントロール（ＭＡＣ）手
段と、ＭＡＣ手段と出力と接続され、出力と接続される第一、第二、第三、および第四の
送受信機手段を含む物理層（ＰＨＹ）手段と、を含む、ＩＣが提供される。
【００４８】
　他のフィーチャとして、ＩＣは第一、第二、第三、および第四の送受信機手段それぞれ
と出力と接続される第一、第二、第三、および第四のハイブリッド手段をさらに含む。
【００４９】
　他のフィーチャとして、有線ネットワークインタフェースモジュールは、１秒につき少
なくとも１ギガビットの速度でデータを送受信することができる。
【００５０】
　他のフィーチャとして、有線ネットワークインタフェースモジュールは、１秒につき少
なくとも１０ギガビットの速度でデータを送受信することができる。
【００５１】
　他のフィーチャとして、有線ネットワークインタフェースモジュールは、Ｉ．Ｅ．Ｅ．
Ｅ．セクション８０２．３ａｂに準拠する。
【００５２】
　他のフィーチャとして、プロセッサ手段およびＨＤＣ手段の少なくともいずれかは、ハ
イパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびイン
ターネットプロトコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを利
用してパケットを処理する。
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【００５３】
　他のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＣモジュールと接続されるス
ピンドル／ボイスコイルモータ手段をさらに含む。
【００５４】
　他のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、有線ネットワークインタフェース
モジュールと接続され、有線ネットワークインタフェースモジュールが受信したパケット
を処理する第二のプロセッサ手段をさらに含む。第二のプロセッサ手段は、ハイパーテキ
スト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびインターネット
プロトコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを利用してパケ
ットを処理する。
【００５５】
　他のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＣ手段と接続される読み書き
チャネル手段をさらに含む。
【００５６】
　他のフィーチャとして、ＩＣがプリント回路基板（ＰＣＢ）上に含まれる。
【００５７】
　他のフィーチャとして、ＩＣと接続されるＲＪ‐４５コネクタがＰＣＢ上にさらに含ま
れる。
【００５８】
　他のフィーチャとして、ＰＣＢを含むシステムであって、ハードディスクドライブアセ
ンブリ（ＨＤＡ）をさらに含み、ＨＤＡは、ＩＣの読み書きチャネルモジュールと接続さ
れるプリアンプ手段と、ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続される
スピンドルモータ手段と、ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続され
る読み書きアーム手段と、読み書きアーム手段上に配置され、プリアンプ手段と接続され
る読み書き部材手段と、を含むシステムが提供される。
【００５９】
　さらに他のフィーチャとして、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）用の集積回路（ＩＣ
）は、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＤに関する処理を行う第一のプロセッサ手段と、ＩＣに組
み込まれ、第一のプロセッサ手段と接続されるハードディスクコントロール（ＨＤＣ）手
段と、ＩＣに組み込まれた無線ネットワークインタフェースモジュールと、を含む。無線
ネットワークインタフェースモジュールは、第一のプロセッサ手段およびＨＤＣ手段の少
なくともいずれかと接続されるミディアムアクセスコントロール（ＭＡＣ）手段と、ＭＡ
Ｃ手段と接続され、１秒につき少なくとも１ギガビットの速度で動作できる無線周波数（
ＲＦ）送受信機を含む物理層（ＰＨＹ）手段と、を含む。
【００６０】
　別のフィーチャとして、プロセッサ手段およびＨＤＣ手段の少なくともいずれかは、ハ
イパーテキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびイン
ターネットプロトコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを利
用してパケットを処理する。
【００６１】
　別のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＣ手段と接続されるスピンド
ル／ボイスコイルモータ手段をさらに含む。
【００６２】
　別のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、無線ネットワークインタフェース
モジュールと接続され、無線ネットワークインタフェースモジュールが受信したパケット
を処理する第二のプロセッサ手段をさらに含む。第二のプロセッサ手段は、ハイパーテキ
スト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）、ピアツーピア共有プロトコル、およびインターネット
プロトコルに基づくＳｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
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　Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ｉＳＣＳＩ）の少なくともいずれかを利用してパケ
ットを処理する。
【００６３】
　別のフィーチャとして、ＩＣは、ＩＣに組み込まれ、ＨＤＣ手段と接続される読み書き
チャネル手段をさらに含む。
【００６４】
　別のフィーチャとして、ＩＣがプリント回路基板（ＰＣＢ）上に含まれる。
【００６５】
　別のフィーチャとして、ＰＣＢを含むシステムであって、ハードディスクドライブアセ
ンブリ（ＨＤＡ）をさらに含み、ＨＤＡは、ＩＣの読み書きチャネルモジュールと接続さ
れるプリアンプ手段と、ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続される
スピンドルモータ手段と、ＩＣのスピンドル／ボイスコイルモータモジュールと接続され
る読み書きアーム手段と、読み書きアーム手段上に配置され、プリアンプ手段と接続され
る読み書き部材手段と、を含むシステムが提供される。
【００６６】
　本発明のさらなる適用範囲は、以降に記載される詳細な記載から明らかになろう。詳細
な記載および特定の例示は、本発明の好適な実施形態を示してはいるが、例示目的のみを
意図しており、本発明の範囲の限定を意図してはいない。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
　本発明は、詳細な説明および添付図面を参照することでより完全に理解されよう。
【００６８】
【図１】先行技術によるハードディスクドライブ（ＨＤＤ）の機能ブロック図である。
【００６９】
【図２Ａ】本開示によるＨＤＤの一例の機能ブロック図である。
【００７０】
【図２Ｂ】図２ＡのＨＤＤ用の、有線イサーネットネットワークインタフェースモジュー
ルの一例の機能ブロック図である。
【００７１】
【図３Ａ】本開示による有線イサーネットネットワークインタフェースモジュールの一例
の機能ブロック図である。
【００７２】
【図３Ｂ】図３Ａの有線イサーネットネットワークインタフェースモジュールを有するＨ
ＤＤの一例の機能ブロック図である。
【００７３】
【図４】本開示によるＨＤＤの別の例の機能ブロック図である。
【００７４】
【図５】図４のＨＤＤ用の、有線イサーネットネットワークインタフェースモジュールの
一例の機能ブロック図である。
【００７５】
【図６Ａ】高精細テレビの機能ブロック図である。
【００７６】
【図６Ｂ】車両制御システムの機能ブロック図である。
【００７７】
【図６Ｃ】セットトップボックスの機能ブロック図である。
【００７８】
【図６Ｄ】メディアプレーヤの機能ブロック図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７９】
　以下の記載は、単に例示目的であり、開示、適用、あるいは利用法を限定することは全
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く意図していない。明瞭化目的から、図面を通じて同じ参照番号は類似した部材を表す。
ここで利用されるモジュール、回路、および／またはデバイスといった用語は、一以上の
ソフトウェアあるいはファームウェアプログラムを実行する、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、電子回路、プロセッサ（共有、専用あるいはグループ）、およびメモリ、組み
合わせられた論理回路、および／または、記載した機能を発揮するその他の適切な部材の
ことである。ここで利用される、Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも一つ、といったフ
レーズは、非排他的論理ＯＲを利用する、論理（ＡあるいはＢあるいはＣ）として理解さ
れるべきである。方法内の工程（ステップ）は、順序を替えて実行しても本発明の原理が
変わらない場合があることを理解されたい。
【００８０】
　図２Ａを参照すると、例示的ＨＤＤ１００はＨＤＤ集積回路（ＩＣ）１１４を含む。Ｈ
ＤＣ　ＩＣ１１４がプリント回路基板（ＰＣＢ）１１５上に配置されうる。ＨＤＤ　ＩＣ
１１４は、バッファモジュール１１８、プロセッサ１２２、有線ネットワークインタフェ
ースモジュール１２４、およびハードディスクドライブコントローラ（ＨＤＣ）モジュー
ル１２６を実装する。ＨＤＣモジュール１２６は、有線ネットワークインタフェースモジ
ュール１２４、スピンドル／ボイスコイルモータ（ＶＣＭ）ドライバモジュール１３０、
および／または読み書きチャネルモジュール１３４と接続される。
【００８１】
　有線ネットワークインタフェースモジュール１２４は、以下に詳述するように媒体のパ
ケットを送受信する。読み書きチャネルモジュール１３４は、書き込むべき書き込みデー
タをエンコードして、読み出しデータをデコードする。有線ネットワークインタフェース
モジュール１２４を他のＨＤＤ部材とともにＨＤＤ　ＩＣ１１４上に集積することで、Ｈ
ＤＤ１００のコストおよびサイズが減少して性能が向上する傾向にある。
【００８２】
　ハードディスクドライブアセンブリ（ＨＤＡ）１５０は、スピンドルモータ１５４によ
り回転される一以上のハードドライブプラッタ１５２を含む。一以上の読み書きアーム１
５８がプラッタ１５２に対して動くことで、データをハードドライブプラッタ１５２から
読み出したり、ハードドライブプラッタ１５２へ書き込んだりする。スピンドル／ＶＣＭ
ドライバモジュール１３０は、プラッタ１５２を回転するスピンドルモータ１５４を制御
する。スピンドル／ＶＣＭドライバモジュール１３０はまた、ボイスコイルアクチュエー
タ、ステッパモータ、あるいは任意の他の適切なアクチュエータといったメカニズムを利
用して読み書きアーム１５８を配置させる制御信号を生成する。
【００８３】
　読み書きデバイス１５９は読み書きアーム１５８の遠位端付近に配置される。読み書き
デバイス１５９は、磁界を発生するインダクタなどの書き込み部材を含む。読み書きデバ
イス１５９は、プラッタ１５２上の磁界を感知する読み出し部材（磁気抵抗（ＭＲ）部材
等）も含む。ＨＤＡ１５０は、アナログ読み書き信号を増幅するプリアンプモジュール１
６０を含む。
【００８４】
　有線ネットワークインタフェースモジュール１２４および／またはプロセッサ１７０は
、さらに暗号化／復号化を支援しうる。ＲＪ‐４５コネクタ１７２を提供することでＣＡ
Ｔ５、ＣＡＴ６および／または他の適切なケーブルを有線ネットワークインタフェースモ
ジュール１２４に接続してよい。有線ネットワークインタフェースモジュール１２４はイ
サーネットに準拠していてよく、１秒につき１ギガビット以上の速度で動作してよい。
【００８５】
　同様に変圧器１７４が提供されることで、バッテリおよび／またはＡＣ電源などの電源
から適切な電源電圧／電流が提供されてよい。または、ＨＤＤ１００はケーブルを介した
配電により動作してもよい。つまり、ＨＤＤ１００はパワーオーバイサーネットデバイス
（power-over-Ethernet device）として動作しうる。
【００８６】
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　プロセッサ１２２および／または第二のプロセッサ１７０が提供されることで、有線ネ
ットワークインタフェースモジュール１２４に対して送受信されるパケットの受信および
処理に関する機能がなされてよい。例えば、プロセッサ１２２および／または１７０はｈ
ｔｔｐサーバ機能を支援してよい。プロセッサ１２２および／または１７０は、ＢｉｔＴ
ｏｒｒｅｎｔなどのピアツーピア共有プロトコルサーバを支援してよい。
【００８７】
　プロセッサ１２２および／または１７０は、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐ
ｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｍｏｄｕｌｅ（ｉＳＣＳＩ）を支援しう
る。ｉＳＣＳＩは、データ記憶装置同士をリンクするインターネットプロトコル（ＩＰ）
に基づく記憶ネットワーク規格である。ＳＣＳＩコマンドをＩＰネットワーク経由で搬送
することで、ｉＳＣＳＩはイントラネット上のデータ転送を容易にし、長距離間の記憶に
対応できるようになる。
【００８８】
　エンドユーザあるいはアプリケーションが要求を送ると、オペレーティングシステムは
適切なＳＣＳＩコマンドおよびデータ要求を生成し、これらがカプセル化、および必要に
応じて暗号化処理にかけられる。パケットヘッダを追加した後、ＩＰパケットはイサーネ
ット接続経由で送信される。
【００８９】
　パケットが受信されると、送信前に暗号化されていた場合には復号化され、逆アセンブ
ルされ、ＳＣＳＩコマンドと要求とを分離する。ＳＣＳＩコマンドはＳＣＳＩコントロー
ラに送られるが、これはＨＤＣモジュール１２６、プロセッサ１２２、および／またはプ
ロセッサ１７０により実装され得、そこからＳＣＳＩ記憶デバイスへ実装される。ｉＳＣ
ＳＩは双方向性なので、プロトコルも元の要求を受けてデータを返送するのに利用されう
る。
【００９０】
　ＢｉｔＴｏｒｒｅｎｔなどのピアツーピア共有プロトコルサーバは、ユーザをネットワ
ーク再配信点として機能させることで、非常に大きいファイルの効率的なソフトウェア配
信およびピアツーピア共有を可能とするコンテンツ配信プロトコルである。各顧客に対し
て個々にダウンロードを送信する代わりに、他の顧客とコンテンツを共有している一人の
顧客に対して該コンテンツを送信する。これら顧客は各人に完全なダウンロードが行渡る
まで、該ダウンロードを互いに共有しあう。
【００９１】
　図２Ｂを参照すると、図２Ａのハードディスクドライブ１００用の、有線ネットワーク
インタフェースモジュール１２４の一例が示されている。有線ネットワークインタフェー
スモジュール１２４はＩＥＥＥセクション８０２．３ａｂに準拠しうる。有線ネットワー
クインタフェースモジュール１２４は、１Ｇｂ／ｓおよび／または１０Ｇｂ／ｓ以上の速
度で動作するギガビットイサーネットネットワークデバイス１９８を含みうる。ギガビッ
トイサーネットネットワークデバイス１９８は、ミディアムアクセスコントロール（ＭＡ
Ｃ）モジュール２００および物理層（ＰＨＹ）モジュール２０２を含む。ＰＨＹモジュー
ル２０２は送信機２０４‐１、２０４‐２、…、および２０４‐４（送信機２０４と総称
する）、および受信機２０６‐１、２０６‐２、…、および２０６‐４（受信機２０６と
総称する）を含む。送信機２０４および受信機２０６の各々は送受信機として実装されう
る（不図示）。
【００９２】
　送信機２０４および受信機２０６は、ハイブリッド２０８‐１、２０８‐２、…、およ
び２０８‐４（ハイブリッド２０８と総称する）と接続される。特に、送信機２０４‐１
と受信機２０６‐１とがハイブリッド２０８‐１と接続される。送信機２０４‐２と受信
機２０６‐２とがハイブリッド２０８‐２と接続される、等である。ハイブリッド２０８
は、今度は、ケーブル２０９‐１、…、および２０９‐４（ケーブル２０９と総称する）
のツイストペア線と接続される。ＲＪ‐４５コネクタ１７２を提供することで、ＣＡＴ５
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、ＣＡＴ６、および／または他の適切なケーブルを有線ネットワークインタフェースモジ
ュール１２４に接続しうる。
【００９３】
　幾らかの実装例においては、ハイブリッド２０８は有線ネットワークインタフェースモ
ジュール１２４とは別個に、つまり有線ネットワークインタフェースモジュール１２４の
外部に実装されてよい。図３Ａ‐３Ｂを参照すると、図３Ｂのハードディスクドライブ１
００‐１用の、有線ネットワークインタフェースモジュール１２４‐１が示されている。
有線ネットワークインタフェースモジュール１２４‐１はハイブリッド２０８を含まない
。その代わり、有線ネットワークインタフェースモジュール１２４‐１とは別個で離れて
いるハイブリッドモジュール１７１が、ハイブリッド２０８を含む。
【００９４】
　有線ネットワークインタフェースモジュール１２４‐１はＩＥＥＥセクション８０２．
３ａｂに準拠しうる。有線ネットワークインタフェースモジュール１２４‐１は、１Ｇｂ
／ｓおよび／または１０Ｇｂ／ｓ以上の速度で動作するギガビットイサーネットネットワ
ークデバイス１９８‐１を含みうる。ギガビットイサーネットネットワークデバイス１９
８‐１は、ミディアムアクセスコントロール（ＭＡＣ）モジュール２００および物理層（
ＰＨＹ）モジュール２０２を含む。ＰＨＹモジュール２０２は送信機２０４‐１、２０４
‐２、…、および２０４‐４（送信機２０４と総称する）、および受信機２０６‐１、２
０６‐２、…、および２０６‐４（受信機２０６と総称する）を含む。送信機２０４およ
び受信機２０６の各々は送受信機として実装されうる（不図示）。
【００９５】
　ハイブリッドモジュール１７１はハイブリッド２０８‐１、２０８‐２、…、および２
０８‐４（ハイブリッド２０８と総称する）を有する。有線ネットワークインタフェース
モジュール１２４‐１はハイブリッドモジュール１７１と接続される。つまり、送信機２
０４および受信機２０６はハイブリッド２０８と接続される。特に、送信機２０４‐１と
受信機２０６‐１とがハイブリッド２０８‐１と接続される。送信機２０４‐２と受信機
２０６‐２とがハイブリッド２０８‐２と接続される、等である。ハイブリッド２０８は
、今度は、ケーブル２０９‐１、…、および２０９‐４（ケーブル２０９と総称する）の
ツイストペア線と接続される。ＲＪ‐４５コネクタ１７２を提供することで、ＣＡＴ５、
ＣＡＴ６、および／または他の適切なケーブルをハイブリッドモジュール１７１に接続し
うる。
【００９６】
　図４および図５を参照すると、本開示のＨＤＤ１５０の別の例は、無線でパケットを送
受信する集積無線ネットワークインタフェースモジュール２２４を含む。図５は、図４の
ＨＤＤ１５０用の、集積無線ネットワークインタフェースモジュール２２４の一例の機能
ブロック図である。
【００９７】
　集積無線ネットワークインタフェースモジュール２２４は、一以上のアンテナを介して
無線媒体へインタフェースモジュールを提供する物理層（ＰＨＹ）モジュール２３４を含
む。ミディアムアクセスコントロール（ＭＡＣ）モジュール２３０は、ＰＨＹモジュール
２３４とホストとの間にインタフェースモジュールを提供する。この場合、ホストは、Ｈ
ＤＤ１５０のプロセッサ１２２および／または１７０および／またはＨＤＣモジュール１
２６である。
【００９８】
　図６Ａ‐６Ｄを参照すると、本開示の様々な例示的実施形態が示されている。ＨＤＤ１
００、ＨＤＤ１００‐１、およびＨＤＤ１５０を今後ＨＤＤ１００と総称する。図６Ａを
参照すると、ＨＤＤ１００は高精細テレビ（ＨＤＴＶ）４２０の大容量記憶装置４２７に
実装されうる。ＨＤＴＶ４２０は、有線または無線形式でＨＤＴＶ入力信号を受信して、
ディスプレイ４２６用にＨＤＴＶ出力信号を生成する。幾らかの実装例においては、信号
処理回路および／または制御回路４２２、および／またはＨＤＴＶ４２０の他の回路（不
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図示）は、データ処理、符号化および／または暗号化、計算、データフォーマッティング
および／またはＨＤＴＶが必要としうるその他の種類の処理を行いうる。
【００９９】
　ＨＤＴＶ４２０は、ＨＤＤ１００のような、データを不揮発な形で記憶する大容量デー
タ記憶装置４２７と接続されうる。ＨＤＤ１００は、直径が約１．８"より小さい一以上
のプラッタを含むミニハードディスクドライブ（ミニＨＤＤ）であってもよい。ＨＤＴＶ
４２０は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリなどの低レイテンシー不揮発性メモリ、お
よび／または他の適切な電子データ記憶装置などのメモリ４２８に接続されうる。さらに
ＨＤＴＶ４２０はＷＬＡＮインタフェースモジュール４２９を介したＷＬＡＮとの接続を
支援しうる。
【０１００】
　図６Ｂを参照すると、ＨＤＤ１００は車両制御システムの大容量データ記憶装置に実装
されうる。幾らかの実施形態においては、パワートレイン制御システム４３２は、一以上
のセンサから入力を受け取る。センサは、温度センサ、圧力センサ、回転センサ、気流セ
ンサ、および／または他の適切なセンサを含みうる。パワートレイン制御システム４３２
は、エンジン操作パラメータ、送信操作パラメータ、および／または他の制御信号などの
一以上の出力制御信号を生成しうる。
【０１０１】
　ＨＤＤ１００は、車両４３０の他の制御システム４４０に実装されうる。制御システム
４４０は同様に入力センサ４４２から入力を受け取り得、および／または一以上の出力デ
バイス４４４に制御信号を出力し得る。幾らかの実装例においては、制御システム４４０
はアンチロックブレーキングシステム（ＡＢＳ）、ナビゲーションシステム、テレマティ
ックスシステム、車両テレマティックスシステム、車線逸脱システム（lane departure s
ystem）、車間距離適応走行制御システム、およびステレオ、ＤＶＤ、コンパクトディス
クなどの車両娯楽システムの一部であってよい。さらに他の実施例も考えられる。
【０１０２】
　パワートレイン制御システム４３２は、データを不揮発な形で記憶する大容量データ記
憶装置４４６と接続されうる。大容量データ記憶装置４４６は、ハードディスクドライブ
（ＨＤＤ）１００を含みうる。ＨＤＤ１００は、直径が約１．８"より小さい一以上のプ
ラッタを含むミニＨＤＤであってもよい。パワートレイン制御システム４３２は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、フラッシュメモリなどの低レイテンシー不揮発性メモリ、および／または他の
適切な電子データ記憶装置などのメモリ４４７に接続されうる。パワートレイン制御シス
テム４３２はＷＬＡＮインタフェースモジュール４４８を介したＷＬＡＮとの接続を支援
しうる。制御システム４４０はさらに、大容量データ記憶装置、メモリ、および／または
ＷＬＡＮインタフェースモジュールを含んでもよい（全て不図示）。
【０１０３】
　図６Ｃを参照すると、ＨＤＤ１００はセットトップボックス４８０の大容量データ記憶
装置４９０に実装されうる。セットトップボックス４８０はブロードバンドソースなどの
ソースから信号を受け取り、テレビおよび／またはモニタおよび／または他のビデオおよ
び／または音声出力デバイスなどのディスプレイ４８８に適した、標準音声／映像信号お
よび／または高精細音声／映像信号を出力してよい。信号処理および／または制御回路４
８４および／またはセットトップボックス４８０の他の回路（不図示）は、データ処理、
符号化および／または暗号化、計算、データフォーマッティングおよび／またはその他の
セットトップボックス機能を行いうる。
【０１０４】
　セットトップボックス４８０は、データを不揮発な形で記憶する大容量データ記憶装置
４９０と接続されうる。大容量データ記憶装置４９０はＨＤＤ１００を含みうる。ＨＤＤ
１００は、直径が約１．８"より小さい一以上のプラッタを含むミニＨＤＤであってもよ
い。セットトップボックス４８０は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリなどの低レイテ
ンシー不揮発性メモリ、および／または他の適切な電子データ記憶装置などのメモリ４９
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４に接続されうる。セットトップボックス４８０はＷＬＡＮインタフェース４９６を介し
たＷＬＡＮとの接続を支援しうる。
【０１０５】
　図６Ｄを参照すると、ＨＤＤ１００はメディアプレーヤ５００の大容量データ記憶装置
５１０に実装されうる。幾らかの実施形態においては、メディアプレーヤ５００は、ディ
スプレイ５０７および／またはキーパッド、タッチパッドなどのユーザ入力５０８を含む
。幾らかの実施形態においては、メディアプレーヤ５００は、典型的にメニュー、ドロッ
プダウンメニュー、アイコン、および／またはポイントアンドクリックインタフェースモ
ジュールをディスプレイ５０７および／またはユーザ入力５０８を介して利用する、グラ
フィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）を利用してよい。メディアプレーヤ５００はさ
らに、スピーカおよび／または音声出力ジャックなどの音声出力５０９を含む。信号処理
および／または制御回路５０４および／またはメディアプレーヤ５００の他の回路（不図
示）は、データ処理、符号化および／または暗号化、計算、データフォーマッティングお
よび／または任意の他のメディアプレーヤ機能を行ってよい。
【０１０６】
　メディアプレーヤ５００は、圧縮音声および／またはビデオコンテンツなどのデータを
不揮発な形で記憶する大容量データ記憶装置５１０と接続されてよい。幾らかの実施例に
おいては、圧縮音声ファイルは、ＭＰ３形式あるいは他の適切な圧縮音声および／または
ビデオ形式に準拠したファイルを含む。大容量データ記憶装置はＨＤＤ１００を含みうる
。ＨＤＤ１００は、直径が約１．８"より小さい一以上のプラッタを含むミニＨＤＤであ
ってもよい。メディアプレーヤ５００は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリなどの低レ
イテンシー不揮発性メモリ、および／または他の適切な電子データ記憶装置などのメモリ
５１４に接続されうる。メディアプレーヤ５００はさらに、ＷＬＡＮインタフェースモジ
ュール５１６を介したＷＬＡＮとの接続を支援しうる。上述したものに加えて他の実装例
も考えられる。
【０１０７】
　当業者であれば、上述の記載から幅広い発明の教示が様々な形態で実施可能であること
を理解しよう。したがって、本発明は特定の例示により記載されたが、当業者が図面、明
細書、および添付請求項を見ることで他の変形例も明らかであるので、本発明の真の範囲
はそのように限定されるものではない。
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【図６Ｃ】

【図６Ｄ】
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